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龍王宮の秋祭り（10月9日）

「Proud!Japan」（プラウド！ジャパン）運動

この運動は、このロゴマークとともに、被災地
にエールを送り、復興の力にしてもらおうと
いう運動です。全国の広報担当者が先頭にた
ち、広めています。
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BOOKサロン／いつまでもお元気で… ……●8
人権シリーズ／消費生活センターから…●9
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一
般
会
計
決
算

歳
入

一
般
会
計
決
算

歳
入

前
年
度
比　

２
・
１
％
増

２
４
０
億
３
４
６
万
５
千
円

注1　市税は、前年度より6,600万円の減
注2　地方交付税は、前年度より4億4,600万円の増	
注3　国県支出金は、臨時交付金などで3億8,600万円の増

※H19年度市税収入は、税源移譲により所得譲与税4億8,500万
　円が市税へ振替

〈市税の内訳〉
市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税・都市計画税

◎
実
質
収
支
が
10
年
ぶ
り
の
黒
字
決
算

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、１
億
９
、８
１
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
、単
年
度
収
支
で
は
、平
成
19
年
度
か

ら
４
年
連
続
で
、実
質
収
支
で
は
、平
成
12
年
度
以
来
10
年
ぶ
り
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
影
響
か
ら
、歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
収
入
が
減
少
し
ま
し
た
が
、平
成
22
年
度
か

ら
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る「
大
和
高
田
市
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
お
け
る
人
件
費
、公
債
費
の
削
減
や

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
の
行
財
政
改
革
の
実
行
に
よ
り
、昨
年
度
ま
で
の
累
積
赤
字
額
５
億
５
、０
５
５
万
円

を
解
消
し
、収
支
を
黒
字
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
以
降
も
、少
子
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
、経
済
の
長
期
低
迷
な
ど
、厳
し
い
財
政
状
況
は
続
き
ま

す
が
、「
大
和
高
田
市
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
取
り
組
み
を
着
実
に
遂
行
し
、強
固
な
財
政
基
盤
の
確
立

に
努
め
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、前
年
度
の
決
算
額
と
比

較
し
て
、約
５
億
５
０
０
万
円
の
増
収
と
な
り

ま
し
た
。

　

主
な
項
目
で
は
、市
税【
表
１
】で
、法
人

市
民
税
で
回
復
が
あ
っ
た
も
の
の
、長
引
く

景
気
低
迷
の
影
響
を
受
け
、個
人
市
民
税
が

落
ち
込
み
、約
６
、６
０
０
万
円
の
減
収
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、分
担
金
及
び
負
担
金
、使

用
料
及
び
手
数
料
、諸
収
入
に
お
い
て
も
、約

１
億
４
、９
０
０
万
円
、国
、県
か
ら
の
譲
与

税
や
各
種
交
付
金
で
、約
１
、４
０
０
万
円
の

減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、国
の
地
方
財
政
対
策
に
よ
り
、地

方
交
付
税
に
お
い
て
、約
４
億
４
、６
０
０
万

円
、国
庫
支
出
金
、県
支
出
金
で
は
、こ
ど
も

手
当
支
給
事
業
費
を
は
じ
め
と
す
る
歳
出
の

増
加
に
伴
い
、合
計
で
約
３
億
８
、６
０
０
万

円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

【表1】

市税と地方交付税（臨時財政対策債含）の推移

歳入 決算額 前年度対比 構成比
市税注1 68億4,454万4千円 △ 1.0% 28.5%
地方譲与税等 8億8,295万9千円 △ 1.4% 3.7%
地方交付税注2 69億5,486万6千円 6.8% 29.0%
分担金及び負担金 2億6,633万8千円 △ 2.1% 1.1%
使用料及び手数料 6億6,722万5千円 △ 10.2% 2.8%
国庫･県支出金注3 55億1,294万9千円 7.5% 23.0%
財産収入 950万4千円 △ 40.2% 0.1%
繰越金 380万0千円 △ 93.8% 0.1%
繰入金 81万7千円 △ 95.9% ー
諸収入等 2億8,036万3千円 △ 19.1% 1.0%
市債 25億8,010万0千円 △ 0.7% 10.7%

合　　計 240億346万5千円 2.1％ 100％

平成22年度の 決　算 をお知らせします

年度 実質収支 単年度収支
平成12年度 9,564万7千円 △1億3,157万4千円
平成13年度 △3,603万0千円 △1億3,167万7千円
平成14年度 △8,805万5千円 △5,202万5千円
平成15年度 △3億8,083万7千円 △2億9,278万2千円
平成16年度 △9億2,264万2千円 △5億4,180万5千円
平成17年度 △9億4,541万6千円 △2,277万4千円
平成18年度 △9億6,066万1千円 △1,524万5千円
平成19年度 △8億6,410万6千円 9,655万5千円
平成20年度 △7億6,435万8千円 9,974万8千円
平成21年度 △5億5,055万0千円 2億1,380万8千円
平成22年度 1億9,816万7千円 7億4,871万7千円

一般会計決算額の推移

※実質収支・・・・平成12年度以来、10年ぶりの黒字決算
※単年度収支・・・平成19年度から、4年連続の黒字決算
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一
般
会
計
決
算

歳
出

一
般
会
計
決
算

歳
出

２
３
７
億
７
６
万
４
千
円

前
年
度
比　

１・４
％
減

注1　人件費は、職員退職金を除くと前年度より2億200万円の減	
注2　扶助費は、こども手当の創設などで、前年度より4億900万円の増
注3　市債の元利償還金である公債費は、実質額で1億1,600万円の減
注4　普通建設事業費は、中和幹線道路事業の完了などで、3億7,400万円の減
注5　繰上充用金とは、平成21年度の一般会計の実質赤字額を表す

※臨時財政対策債とは、本来普通交付税として交付されるべき金額を、国により地方債に振り替えられた
ものであり、その元利償還金は交付税に算入される。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、前
年
度
決
算
額
と
比

較
し
て
、約
３
億
４
、４
０
０
万
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

主
な
項
目
で
は
、人
件
費
に
お
い
て
、職
員

の
早
期
退
職
や
、給
料
の
３
％
削
減
の
効
果

に
よ
り
、退
職
金
を
除
く
職
員
の
実
質
の
人

件
費
で
、約
２
億
２
０
０
万
円
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、公
債
費
に
お
い
て
は
、元
利

償
還
金
の
実
質
額
で
、約
１
億
１
、６
０
０
万

円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、児
童
手
当
か
ら
こ
ど
も
手
当
へ
の

移
行
や
、厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
を
反
映
し

た
生
活
保
護
費
の
増
加
な
ど
、扶
助
費
に
お

い
て
、10
億
９
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、就
学
前
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
、昨

年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
高
田
こ
ど
も
園
」に

引
き
続
き
、「
土
庫
こ
ど
も
園
」の
建
設
工
事

や
、安
心
安
全
の
た
め
、３
小
学
校（
校
舎
３

棟
、体
育
館
１
棟
）・１
中
学
校（
校
舎
２
棟
）

の
耐
震
補
強
工
事
に
着
手
す
る
な
ど
、新
た

な
行
政
課
題
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

な
お
、地
方
債
残
高
に
つ
い
て
は
、普
通
建

設
事
業
の
縮
減
に
伴
い
、地
方
債
の
発
行
を

抑
制
し
て
き
た
こ
と
か
ら
年
々
減
少
し
、平
成

22
年
度
末【
表
２
】で
、約
２
３
２
億
１
５
７
万

円
と
な
り
、
前
年
度
と
の
比
較
で
は
、

３
億
７
、２
７
３
万
円
減
少
、平
成
15
年
度
末

と
の
比
較
で
は
約
84
億
３
、０
０
０
万
円
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

　

職
員
人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、数
次

に
わ
た
る
行
財
政
改
革
や「
集
中
改
革
プ
ラ
ン

（
Ｈ
19
～
Ｈ
21
）」、平
成
22
年
度
か
ら
新
た
に

取
り
組
ん
で
い
る「
大
和
高
田
市
財
政
健
全

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
よ
り
、職
員
退
職
者
の
不
補

充
や
管
理
職
早
期
退
職
者
制
度
に
よ
る
職
員

数
の
削
減
を
は
じ
め
、地
域
手
当
や
管
理
職

手
当
の
削
減
、特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し
等

を
実
施
し
、総
人
件
費
の
抑
制
を
お
こ
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、平
成
15
年
度

と
平
成
22
年
度
を
比
較
す
る
と
、人
件
費
で

は
17
億
３
、０
０
０
万
円（
約
30
％
）を
削
減
し

ま
し
た
。（
平
成
19
年
度
か
ら
は
、職
員
給
料
の

３
％
カ
ッ
ト
も
併
せ
て
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
）ま

た
、職
員
数
で
も
平
成
23
年
４
月
ま
で
の
８
年

間
で
２
１
７
人
減
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
一
般

会
計
当
初
予
算
で
の
職
員
数
）【
表
３
】

◎
人
件
費
と
職
員
数
の
推
移

【表２】　地方債現在高の状況

【表３】　人件費と職員数（退職手当を除く）

1億453万4千円

歳入

歳出

翌年度繰越財源

実質収支黒字額

240億346万5千円

237億76万4千円

1億9,816万7千円

H.15 H.16 H.17 H.18 H.19 H.20 H.21 H.22

一般会計 291.4億円 266.2億円 239.9億円 218.8億円 198.5億円 180.6億円 169.6億円 155.0億円
臨時財政
対 策 債 24.9億円 35.6億円 43.6億円 50.0億円 55.2億円 59.3億円 66.1億円 77.0億円

合　   計 316.3億円 301.8億円 283.5億円 268.8億円 253.7億円 239.9億円 235.7億円 232.0億円

歳出 決算額 前年度対比 構成比
人件費注1 50億3,715万6千円 △ 3.0% 21.3%
扶助費注2 55億4,241万9千円 22.3% 23.4%
公債費注3 33億8,434万8千円 △ 2.9% 14.3%
普通建設事業費注4 10億4,730万0千円 △ 26.3% 4.4%
物件費 26億1,555万2千円 △ 1.2% 11.0%
維持補修費 9,719万6千円 6.9% 0.4%
補助費等 27億5,002万1千円 △ 16.4% 11.6%
繰出金 26億6,860万4千円 2.3% 11.3%
積立金 761万9千円 17.8% −
繰上充用金注5 5億5,054万9千円 △ 28.0% 2.3%
合　　計 237億76万4千円 △ 1.4％ 100％

平成22年度の 決　算 をお知らせします
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平
成
22
年
度
収
益
的
収
支
は
、
１
億
１
、０
０
７
万
円
の
純
利

益
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
１
億
１
、０
０
０
万
円
を
後
年
度
負

担
に
備
え
る
よ
う
、
建
設
改
良
積
立
金
な
ど
へ
、
利
益
処
分
を
し

ま
し
た
。

　

収
益
的
収
入
で
は
、
水
道
料
金
収
入
が
料
金
改
定
（
平
均
△

2.2
％
）
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
、
受
水
費
、
人

件
費
や
支
払
利
息
等
の
支
出
削
減
に
よ
り
、
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
該
年
度
で
は
、給
配
水
管
工
事
51
か
所
２
億
８
、２
５
８
万
円
、

ま
た
災
害
対
策
と
し
て
、
天
満
配
水
場
の
第
２
配
水
池
に
お
い
て
、

緊
急
遮
断
弁
及
び
流
量
調
整
弁
設
置
工
事
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
備

え
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
も
努
め
ま
す
。

　

 

平
成
22
年
度
収
支
は
、
２
億
６
、１
４
４
万
円
の
純
利
益
と
な

り
、
平
成
21
年
度
に
引
き
続
き
、
単
年
度
収
支
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
当
該
年
度
末
で
は
、
前
年
度
繰
越
欠
損
金
と
あ
わ
せ

て
、
４
億
８
、５
８
０
万
円
の
累
積
赤
字
で
す
。
累
積
赤
字
額
の

う
ち
、
内
部
留
保
資
金
等
で
１
億
８
、４
４
７
万
円
を
補
て
ん
し

た
も
の
の
、
残
り
の
３
億
１
３
３
万
円
は
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
欠

損
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
面
で
は
、
入
院
収
益
で
、
病
床
利
用
率
の
向
上
、
医
師
・

看
護
師
の
確
保
に
努
め
、
前
年
度
よ
り
約
１
億
７
、０
０
０
万
円

の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
出
面
で
は
、
患
者
の
増
加
に
伴
い
、
診
療
に
要
す
る
経
費
は

増
加
し
ま
し
た
が
、そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て
は
、抑
制
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
経
営
の
効
率
化
を
め
ざ
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
、

「
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
実
行
し
、
経
営
の
早
期
健
全
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
別
会
計
決
算

企
業
会
計
決
算
（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
抜
き
）

会　計　名 収入済額 支出済額 差引 繰越財源 実質収支
国民健康保険事業 76億3,590万2千円 75億8,312万6千円 5,277万6千円 0 5,277万6千円

国民健康保険天満診療所 1億5,669万9千円 1億3,121万0千円 2,548万9千円 0 2,548万9千円

住宅新築資金等貸付金 8,215万0千円 3億2,785万8千円 △2億4,570万8千円 0 △2億4,570万8千円

老人保健医療事業 475万5千円 475万5千円 0 0 0

下水道事業 21億1,562万2千円 21億1,552万4千円 9万8千円 9万8千円 0

駐車場事業 2,227万1千円 2億5,672万2千円 △2億3,445万1千円 0 △2億3,445万1千円

介護保険事業 41億4,238万3千円 41億357万1千円 3,881万2千円 0 3,881万2千円

後期高齢者医療保険事業 5億3,033万2千円 5億2,908万1千円 125万1千円 0 125万1千円

合 　　　 計 146億9,011万4千円 150億5,184万7千円 △3億6,173万3千円 9万8千円 △3億6,183万1千円

水道事業収益内訳　18億6,437万4千円

水道事業費用内訳　17億5,429万7千円

病院事業収益内訳　67億1,281万1千円

病院事業費用内訳　64億5,136万7千円

水　道　事　業

病　院　事　業
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「
台
風
12
号
」の
被
害
に
よ
る

義
援
金
を
募
集
し
ま
す

市
の
財
政
指
標
の
公
表

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
度
を
表

す
、健
全
化
判
断
比
率
等
の
公
表
が
法
律

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。一
定

の
基
準
値
を
超
え
る
と
、財
政
が
危
機
的

な
状
態
で
あ
る「
早
期
健
全
化
団
体
」や

「
財
政
再
生
団
体
」と
な
り
、国
、県
の
指
導

の
も
と
に
、財
政
再
建
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判

断
比
率
は
、一
般
会
計
、国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
、病
院
事
業
会
計
の
収
支
の

良
化
や
、市
債
の
元
利
償
還
金
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、全
て
の
指
標
に
お
い
て
、国
か

ら
示
さ
れ
た
基
準
値
を
下
回
る
と
と
も

に
、前
年
度
よ
り
も
、大
幅
に
改
善
さ
れ
た

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
以
降
も
、財
政
健
全
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
の
取
り
組
み
を
着
実
に
遂
行
し
、強

固
な
財
政
基
盤
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間

　

平
成
24
年
3
月
31
日（
土
）ま
で

▽
払
込
先

● 

口
座
名
：「
奈
良
県
台
風
12
号
災
害
義
援
金
」

● 

代
表
者
：
大
和
高
田
市
福
祉
事
務
所　

所

長　

田
中
英
芳
」（
ヤ
マ
ト
タ
カ
ダ
シ
フ

ク
シ
ジ
ム
シ
ョ　
シ
ョ
チ
ョ
ウ　
タ
ナ
カ

ヒ
デ
ヨ
シ
）

● 

振
込
口
座
：
南
都
銀
行
高
田
支
店（
店
番

３
８
０
） 

普
通
預
金 

２
０
６
４
１
４
７

※
南
都
銀
行
窓
口
を
利
用
の
場
合
、振
込

手
数
料
は
無
料
で
す
。

※
南
都
銀
行
A
T
M
、他
の
金
融
機
関
か

ら
は
、振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

大
和
高
田
市
役
所 

市
民
課
・
社
会
福

祉
課（
1
階
）、自
治
振
興
課
・
税
務
課（
2

階
）、広
報
情
報
課（
3
階
）ほ
か
、次
の
公

共
施
設
に
、募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▽
募
金
箱
設
置
場
所

　

保
健
セ
ン
タ
ー
、市
立
病
院
、天
満
診
療

所
、さ
く
ら
荘
、さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
、葛

城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、中
央
公

　

台
風
12
号
は
、五
條
市
・
十
津
川
村
を
は
じ
め
、奈
良
県
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。被
災
者
の
救
援
や
被
災
地
域
の
復
興
の
た
め
、募
金
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、義
援
金
は
、被
災
し
た
県
内
市
町
村
に
、直
接
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

「
台
風
12
号
」の
被
害
に
よ
る

義
援
金
を
募
集
し
ま
す

（％）

指標 Ｈ22年度 Ｈ21年度 増減 早期健全化団体
基準値

財政再生団体
基準値 指標の内容

実質赤字比率 0.33 5.62 △5.29 12.87 20.00 一般会計等の赤字額の注1 標準財政規模に対する比率
連結実質赤字比率 △ 3.39 4.38 △7.77 17.87 40.00 市の全会計の赤字額の標準財政規模に対する比率

実質公債費比率 16.3 18.3 △2.0 25.0 35.0 公債費及び公債費に準ずる経費の標準財政規模に
対する割合

将来負担比率 122.0 151.7 △29.7 350.0 − 地方債残高など市が将来負担すべき実質的な負債
額の標準財政規模に対する割合

資金不足比率 6.3 8.7 △2.4 20.0 − 水道・病院・下水道会計の注2 資金不足額の注3 事業  
規模に対する割合

※増減の△表示は前年度より数値が良化したことを示す
注 1　標準財政規模とは、地方公共団体が標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の総額	
注 2   資金不足額とは､ 年度末での（流動資産ー流動負債）の額
注 3   事業規模とは市立病院決算額の医業収益

すべての健全化判断比率が、前年度より良化

民
館
、図
書
館
、総
合
体
育
館
、社
会
福

祉
協
議
会
、東
雲
総
合
会
館
、曙
町
青
少

年
会
館
、市
場
青
少
年
会
館
、塙
青
少
年

会
館
、土
庫
公
民
館
、陵
西
公
民
館
、菅

原
公
民
館

〔
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

内
線
５
３
４
〕

五條市での復旧活動の様子
（写真提供：五條市）

平成22年4月 中和幹線開通

★「東北地方太平洋沖地震（東北地方大地震）大和高田市災害義援金」は、募集期間を平成24年3月31日まで延長します。
引き続き、ご協力をお願いします。

〔
財
政
課　

内
線
２
１
５
〕
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平成17年度
（トン）

平成18年度
（トン）

平成19年度
（トン）

平成20年度
（トン）

平成21年度
（トン）

平成22年度
（トン）

平成17年度・
22年度比較

有料化に伴う
歳入増（千円）

可
燃
ゴ
ミ

市収集分 16,987 13,545 13,235 13,034 12,878 12,493
△4,494トン
（△26.5%） 94,562

自己搬入分 8,632 8,174 8,841 9,121 11,209 10,041
1,409トン
（16.3%） 44,548

合　　計 25,619 21,719 22,076 22,155 24,087 22,534 △3,085トン
（△12.0%） 139,110

粗
大
ゴ
ミ

市収集分 1,004 260 178 144 130 114
△890トン
（△88.6%） 3,400

自己搬入分 867 994 1,010 702 755 761
△106トン
（△12.2%） ー

合　　計 1,871 1,254 1,188 846 885 875 △996トン
（△53.2%） 3,400

そ
の
他

合　　計
（市収集分）

1,063 1,616 1,577 1,681 1,853 1,707
644トン

（60.6%） ー

ゴミ総量等 28,553 24,589 24,841 24,682 26,825 25,116 △3,437トン
（△12.0%）❶142,510

資
源
物

紙　　類 149 1,058 1,456 1,403 988 814
665トン

（446.3%） 7,510

カン・金属類 728 548 514 491 474 453
△275トン
（△37.8%） 3,666

ビン・ペット 446 526 493 430 543 451
5トン

（1.1%） 2,191

資源物合計 1,323 2,132 2,463 2,324 2,005 1,718 395トン
（29.9％）❷13,367

　

平
成
22
年
度
、市
が
収
集
す
る

有
料
袋
の
可
燃
ゴ
ミ
は
、有
料
化

前
の
平
成
17
年
度
と
比
べ
、４
、

４
９
４
ト
ン（
約
26
・
５
％
）減
量

し
て
お
り
、自
己
搬
入
の
ゴ
ミ
を

含
め
て
も
、３
、０
８
５
ト
ン（
約

12
・
０
％
）減
少
し
て
い
ま
す
。ま

た
、粗
大
ゴ
ミ
の
市
収
集
分
と
自

己
搬
入
分
の
合
計
を
比
べ
る
と
、

９
９
６
ト
ン（
約
53
・
２
％
）減
少

し
て
い
ま
す
。歳
入
で
は
、ゴ
ミ
の

有
料
化
と
搬
入
手
数
料
の
改
定
に

よ
る
効
果
で
、１
億
４
、２
０
０
万

円（
❶
）増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
、ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
成

果
と
し
て
、資
源
物
で
あ
る
紙
類

の
売
却
量
が
４
・
46
倍
に
増
加
、

歳
入
も
、約
７
５
０
万
円
増
加
し

て
い
ま
す
。平
成
22
年
度
の
紙
類

は
、８
１
４
ト
ン
で
、平
成
21
年

度
よ
り
１
７
４
ト
ン
減
少
し
て

い
ま
す
が
、歳
入
は
、市
場
価
格

の
安
定
に
よ
り
２
６
０
万
円
増

加
し
て
い
ま
す
。古
紙
と
カ
ン
・

金
属
類
、ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
を
含
め
た
資
源
物
の
売
却

量
は
、１
、７
１
８
ト
ン
で
、平
成

17
年
度
と
比
べ
、29
・
９
％
増
加

し
、歳
入
で
は
、１
、３
３
６
万
円

（
❷
）増
加
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
収
集
す
る
古
新
聞
の
量

は
、平
成
19
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減

少
し
て
い
ま
す
。収
集
日
に
出
さ
れ

た
新
聞
を
抜
き
取
る
違
法
行
為

が
、そ
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。市
職
員
の
監
視
活
動
や
パ
ト

ロ
ー
ル
、警
察
の
協
力
に
よ
る
取
り

締
ま
り
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

が
、抜
き
取
り
は
、減
少
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

古
新
聞
の
収
集
日
は
、月
2
回

で
す
。一
般
家
庭
ゴ
ミ
の
収
集
の
な

い
水
曜
日
に
出
す
こ
と
で
、収
集

時
間
帯
が
早
く
な
り
、抜
き
取
り

防
止
が
期
待
で
き
ま
す
。ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー☎52

・１
６
０
０
〕

　

ゴ
ミ
有
料
化
に
よ
る
財
政
効
果

額
は
、上
の
表
に
示
す
①
〜
④
に
よ

り
、約
１
億
５
、４
０
０
万
円
で

し
た
。こ
れ
ら
は
、一
般
会
計
の

歳
入
に
組
み
入
れ
、市
民
皆
さ
ん

の
た
め
に
活
用
す
る
財
源
と
な

り
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
減
量
の
た
め
、３
R

（
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
ゴ
ミ
を
出
さ
な

い
、リ
ユ
ー
ス
＝
再
使
用
、リ
サ

イ
ク
ル
＝
資
源
化
）の
実
践
を
お

願
い
し
ま
す
。

【クリーンセンターへのゴミ・資源物の搬入総量・歳入比較】

【ゴミ有料化による財政効果額】
費　目 H17-H22 効果金額（千円）

①有料化・手数料値上げに伴う効果額 142,510
②資源物売却に伴う効果額 13,367
③ゴミ有料化に伴う経費（ゴミ袋作成代等） △ 18,268
④ゴミ処理経費・資源物処理経費に伴う効果額 16,862

ゴミ有料化に伴う効果額合計 154,471

ゴミ有料化から5年
分
別
・
減
量
で
１
億
５
、４
０
０
万
円
の
財
政
効
果
ゴ
ミ
有
料
化
に
よ
る

成
果

古
新
聞
は

水
曜
日
の
収
集
日
に

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
ゴ
ミ
有
料
化
を
実
施
し
、５
年
間
が
経
過
し
ま
し
た
。

市
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
ゴ
ミ
の
分
別
と
減
量
へ
の
取
り
組
み
が
定
着
し
、

平
成
22
年
度
に
は
、
１
億
５
千
４
百
万
円
の
財
政
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
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建
物
の
屋
上
か
ら
見
た
風
景

で
す
。
現
在
と
変
わ
ら
な
い
の

は
、目
の
前
の
池
と
、遠
く
に
見
え

る
山
の
形
…
。少
し
、難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

さ
て
、こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。こ
た
え
は
、後
の
ペ
ー
ジ

で
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、性
犯
罪
、売
買
春
、人
身
取
引
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、重
大
な
人
権

侵
害
で
す
。決
し
て
、許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
機

会
に
、女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。

〔
人
権
施
策
課　

内
線
2
8
7
〕

「
消
し
た
は
ず
、決
め
つ
け
な
い
で 

も
う
一
度
」

平
成
23
年
度 

防
火
標
語

相談機関・窓口 相談日時 電話番号

市人権施策課
男女共同参画推進係

月〜金曜日　午前8時30
分〜午後5時15分
※祝日、年末年始を除く

☎22-1101
（内線287）

奈良県高田こども
家庭相談センター

（電話相談）月〜金曜日
午前9時〜午後4時30分
※祝日、年末年始を除く

☎22-6079

奈良県中央こども
家庭相談センター

（電話相談）月〜金曜日
午前9時〜午後8時
※祝日、年末年始を除く

☎0742-22-4083

奈良県
女性センター

（電話相談）
● 火〜金曜日：午前9時

30分〜午後6時
● 土曜日：午前9時30分

〜午後8時
● 日曜日・祝日：午前9時

30分〜午後5時
※月曜日が祝日の場合

の直後の平日、年末年
始を除く

☎0742-22-1240

11
月
9
日
〜
15
日

11
月
12
日
〜
25
日

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。火
の
取
り
扱
い
や
後
始
末
に
注
意
し
、暖
房
器
具
や
電
化
製
品
の

点
検
な
ど
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
期
間
、火
災
予
防
に
関
す
る
広
報
活
動
や
、消
防
訓
練
な
ど
の
行

事
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。11
月
13
日（
日
）に
は
、奈
良
県
産
業
会
館
北

側
駐
車
場
で
、『
消
防
フ
ェ
ス
タ
』を
開
催
し
ま
す
。気
軽
に
参
加
で
き
る

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ

い
。（
消
防
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
、詳
し
く
は
、本

誌
10
月
号
に
挟
み
込
み
の「
や
ま
と
た
か
だ
元
気

ウ
ィ
ー
ク
」の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

魚
焼
き
グ
リ
ル
に
よ
る
火
災
に
注
意

　

製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構（
N
I
T
E
）の
調
査
に
よ
る
と
、平
成
16

〜
20
年
度
の
5
年
間
で
、ガ
ス
コ
ン
ロ
の
魚
焼
き
グ
リ
ル
を
火
元
と
す

る
火
災
は
、全
国
で
２
４
１
件
あ
り
ま
し
た
。そ
の
約
9
割
に
あ
た
る

２
０
９
件
は
、「
火
を
消
し
忘
れ
た
」「
受
け
皿
に
付
い
た
油
や
汚
れ
が
、

過
熱
に
よ
り
発
火
し
た
」な
ど
、使
用
者
の
不
注
意
が
原
因
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
火
災
で
、3
人
が
死
亡
、3
人
が
重
傷
、45

人
が
顔
の
や
け
ど
な
ど
の
軽
傷
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ル
火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、次
の
よ
う
な
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
調
理
中
、そ
の
場
を
離
れ
な
い

②
グ
リ
ル
内
は
こ
ま
め
に
手
入
れ
し
、油
か
す
等
の
可
燃
物
を
取
り
除
く

③
タ
イ
マ
ー
式
や
異
常
過
熱
時
の
自
動
消
火
機
能
を
持
つ
コ
ン
ロ
を
選
ぶ

〔
高
田
消
防
署　

☎
25
・
0
1
1
9
〕

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

女性に対する暴力根絶のための
シンボルマーク★緊急時は、110番通報してください。

◎
女
性
の
暴
力
に
関
す
る
相
談
窓
口（
相
談
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）
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〈材料〉
☆小麦粉……………… 150g　
   ベーキングパウダー… 　５g
   砂糖………………… 100g
　にんじん…………… ５０g

　
「
保
育
所
」

　

っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

乳
幼
児
期
は
、自
分
に
自
信
を

持
っ
て
、周
り
の
人
と
共
に
生
き

て
ゆ
く
心
の
土
台
を
育
て
る
、と

て
も
大
切
な
時
期
で
す
。子
ど
も

た
ち
が
す
こ
や
か
に
育
つ
よ
う

に
、十
分
養
護
の
行
き
届
い
た
環

境
を
用
意
し
て
、そ
の
な
か
で
適

切
な
保
育
・
教
育
を
し
て
い
く
の

が
、保
育
所
の
使
命
で
す
。ま
た
、

働
い
て
い
る
保
護
者
を
支
え
、子

ど
も
た
ち
を
安
全
に
保
育
し
て

い
く
の
も
、保
育
所
の
大
切
な
役

割
で
す
。

　

大
和
高
田
市
に
は
、私
立
４

園
、公
立
８
園（
所
）の
保
育
所
が

あ
り
、約
１
、１
０
０
名
の
子
ど

も
た
ち
が
、生
活
し
て
い
ま
す
。

大
和
高
田
市
の
め
ざ
す
子
ど
も

像「
元
気
な
明
る
い
子
ど
も
・
心

豊
か
な
子
ど
も
・
仲
良
く
遊
べ

る
子
ど
も
・
考
え
る
子
ど
も
」に

育
っ
て
ほ
し
い
と
、大
和
高
田
市

保
育
教
育
課
程
を
も
と
に
、各
園

が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
保
育
目
標

を
立
て
、保
育
を
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
会
、遠
足
、ク
リ
ス
マ
ス

会
、生
活
発
表
会
な
ど
、子
ど
も

た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
年

間
行
事
の
他

に
も
、毎
月
実

施
さ
れ
る
身

体
計
測
、誕
生

会
、避
難
訓
練

が
あ
り
ま
す
。

「
ず
い
ぶ
ん
背
が
伸
び
た
ね
」

と
、声
を
か
け
ら
れ
る
と
、自
分

が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
が
実
感

で
き
て
、う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

誕
生
会
の
楽
し
い
催
し
の
な
か

で
、み
ん
な
に
祝
っ
て
も
ら
う

と
、周
り
の
人
か
ら
愛
さ
れ
て
い

る
自
分
が
誇
ら
し
く
な
り
、周
り

の
人
に
優
し
く
な
れ
ま
す
。避
難

訓
練
の
時
、保
育
士
の
指
示
に

従
っ
て
、あ
わ
て
ず
安
全
に
避
難

す
る
こ
と
は
、自
分
の
体
を
自
分

で
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、命
の

大
切
さ
が
実
感
で
き
ま
す
。

　

ま
た
保
育
所
は
、０
歳
児（
生

後
６
か
月
）か
ら
５
歳
児
ま
で
、

共
に
、ひ
と
つ
の
施
設
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。職
員
も
含
め
て
、園

全
体
を
ひ
と
つ
の
大
家
族
と
考

え
て
、今
し
か
で
き
な
い
か
か
わ

り
を
と
、日
々
の
保
育
で
も
、積

極
的
な
交
流
を
持
っ
て
い
ま
す
。

思
い
や
り
を
持
っ
て
接
し
た
り
、

あ
こ
が
れ
の
気
持
ち
を
抱
き
な

が
ら
、一
緒
に
遊
ん
だ
り
、時
に

は
、助
け
合
っ
た
り
し
な
が
ら
過

ご
し
て
い
ま
す
。園
で
の
子
ど
も

た
ち
の
様
子
は
、詳
し
く
保
護
者

に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、保
育
所
は
単
な

る
預
か
り
施
設
で
は
な
く
、保
護

者
と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
24
時
間

の
保
育
・
教
育
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。保
護
者
の
皆
さ
ん
、忙
し
い

と
思
い
ま
す
が
、こ
の
時
期
に
し

か
で
き
な
い
子
育
て
に
、と
も
に

手
を
携
え
ま
し
ょ
う
。

　

次
回
は
、「
保
育
所
の
看
護
師

の
役
割
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊キャロットボール 　　
　　　　　　（４人分）

〈エネルギー〉（１人分）
３６５キロカロリー
たんぱく質………６.6g
カルシウム………６９ mg　　

　卵………………… １００g
　牛乳……………… ５０g
　粉砂糖… ………… 適宜　
   油…………………… 適宜

一口サイズの
サクサクしたドーナツです63          

〈作り方〉
１  小麦粉、ベーキングパウダーをあわせてふるっておく。
２ たまごを割りほぐし、砂糖、牛乳を加えてよく混ぜる。にんじ
んをすりおろして混ぜる。

３ １の粉を数回に分けて入れ、さっくりと混ぜる。
４ 油を熱し、３の生地をおとし揚げにする。揚げたてに粉砂糖を
まぶす。

年中出まわっている「にんじん」ですが、こ
れから「冬にんじん」のおいしい季節です。
昔は、子どもが嫌いな野菜の代表選手でし
たが、最近は品種改良が進み、好きな野菜
のランキングに入っています。独特の香りが
減り、甘みが増したため、子どもにとって食
べやすい野菜になったのでしょう。〔保育課〕

じゃがいも掘り プール遊び

〔
保
育
課
〕
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お
母
さ
ん
と
一
緒
に
ど
ん
ぐ
り
拾
い
を
楽

し
む
小
リ
ス
の
ぐ
る
ぐ
る
ち
ゃ
ん
。
ペ
ー

ジ
を
め
く
っ
て

い
く
と
、
小

リ
ス
の
楽
し

さ
嬉
し
さ
が

伝
わ
っ
て
く
る

絵
本
で
す
。

長
江 
青 

作
・
絵
／
福
音
館
書
店

『
ぐ
る
ぐ
る
ち
ゃ
ん
』

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
～
♪

　

落
ち
葉
と
と
も
に
、
道
端
や

公
園
に
転
が
っ
て
い
る
ど
ん
ぐ
り
。

つ
い
拾
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
同
じ
よ
う
に
見
え
る

け
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
顔
を
し

て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
こ
で
、
今
回

は
ど
ん
ぐ
り
に
関
す
る
本
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

『
森
の
博
物
館
』

（
稲
本 

正 

著
／
小
学
館
）

　

色
々
な
用
途
で
使
わ
れ
て
い

る
木
。
で
も
、
何
の
木
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
意

外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

本
は
、
そ
ん
な
木
々
に
つ
い
て
の

物
語
で
す
。

『
ど
ん
ぐ
り
ノ
ー
ト
』

（
い
わ
さ 

ゆ
う
こ
、大
滝 

玲
子 

作

／
文
化
出
版
局
）

　

ど
ん
ぐ
り
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、
遊
び
方
や
食
べ
方
ま
で
、

イ
ラ
ス
ト
を
い
っ
ぱ
い
使
っ
て
教
え

て
く
れ
る
本
で
す
。

『
ぐ
う
た
ら
な
王
さ
ま
と
ま
ほ

う
の
ド
ン
グ
リ
』

（
宮
西 

達
也 

作
／
教
育
画
劇
）

　

ぐ
う
た
ら
な
王
さ
ま
が
、
あ

る
日
魔
法
の
ど
ん
ぐ
り
を
手
に

入
れ
ま
し
た
。
何
で
も
か
な
う

魔
法
の
ど
ん
ぐ
り
に
、
王
さ
ま
は

つ
い
つ
い
…
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
紙
芝
居
で
す
。

11月の新着図書11月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『
す
ぐ
釣
れ
る
！ 

ラ
イ
ト
ル
ア
ー
入
門
』 　
　

ケ
イ
エ
ス
企
画

『
鶴
太
郎
流 
心
で
描
く
絵
だ
よ
り
入
門
』

　

  

片
岡 

鶴
太
郎 

著
／
主
婦
の
友
社

『
日
本
の
手
仕
事
』 　
　
　
　
　

小
澤 

典
代 

著
／
主
婦
の
友
社

『
お
は
な
し
し
ま
し
ょ
』　

谷
川 

俊
太
郎 

作
、
元
永 

定
正 

絵
／
福
音
館
書
店

『
丘
の
木
も
の
が
た
り
』  　
　
　
　
　
　

森
山 

京 

作
／
講
談
社

『
走
れ
！
マ
ス
ワ
ラ
』　

グ
ザ
ヴ
ィ
エ
＝
ロ
ー
ラ
ン
・
プ
テ
ィ 

作

　

浜
辺 

貴
絵 

訳
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

◎おはなし会
かい

▽とき　11月12日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　4さいいじょうの子
こ

ども
 ● おはなし『お月

つき

さまの話
はなし

』
 ● おはなし『となりのたぬき』
◎えほんとわらべうたの時

じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　11月26日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　3さいいかの子
こ

ども
 ● おはなし　『さるのひとりごと』
 ● おはなし　『星

ほし

の銀
ぎ ん か

貨』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。
※どちらも、としょかんの2かいでかいさい
　します。

「
11
月
11
日
は
、介
護
の
日
」

　

11
月
11
日
（
い
い
日
、い
い
日
）

は
、「
介
護
の
日
」
で
す
。
介
護

を
必
要
と
す
る
人
や
介
護
し
て

い
る
人
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
で
、

「
介
護
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ
れ

て
、
６
年
目
に
な
り
ま
す
。
介
護

が
必
要
な
人
は
、
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
多

く
の
介
護
者
は
、「
自
分
が
、
が

ん
ば
ら
な
け
れ
ば
」
と
思
っ
て
い

ま
す
。
介
護
は
、
長
期
に
わ
た
る

た
め
、
家
族
だ
け
で
が
ん
ば
っ
て

も
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
を
長
続
き
さ
せ
る
た
め
に

は
、

 

● 

家
族
で
介
護
を
分
担
す
る
な
ど

し
て
、
ひ
と
り
で
介
護
を
抱
え

込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

● 

積
極
的
に
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を

利
用
し
て
、
無
理
を
せ
ず
、
介

護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
介
護
者
も
、

自
分
の
時
間
を
作
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

 

● 

介
護
用
品
や
福
祉
用
具
を
う

ま
く
使
っ
て
、
介
護
者
の
負
担

を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

介
護
に
関
す
る
こ
と
、
健
康
や
福

祉
、
医
療
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

高
齢
者
の
生
活
に
関
わ
る
総
合
相

談
窓
口
で
す
。
医
療
・
保
健
・
福

祉
の
専
門
職
が
い
ま
す
。
お
気
軽

に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
域
で
よ
り
身
近
に
相

談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、
市
内
３

か
所
の
「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
も
、
受
け
て
い
ま
す
。

老
人
介
護
セ
ン
タ
ー
慈
光
園　
　

　
（
磐
園
・
陵
西
校
区
）

　

☎
52
・
３
０
０
６

ふ
れ
あ
い
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
片
塩
・
高
田
・
土
庫
校
区
）

　

☎
53
・
５
４
９
９

天
満
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
浮
孔
・
浮
孔
西
・
菅
原
校
区
）

　

☎
23
・
１
１
６
１

　

介
護
を
必
要
と
す
る
人
、
介
護

を
し
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
人
か
ら
の
相
談
も
受
け
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人

や
、
介
護
を
し
て
い
る
人
が
、
地

域
で
孤
立
し
な
い
よ
う
、
地
域
で

あ
た
た
か
く
見
守
り
、
支
え
あ
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
地
域
包
括
支
援
課 

　
　
　
　
　
　
　

内
線
５
５
８
〕
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携
帯
電
話
の
架
空
請
求
の
こ
と

で
相
談
し
よ
う
と
思
い
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の

電
話
番
号
を
調
べ
、電
話
を
か
け

て
相
談
し
た
。応
対
し
て
く
れ
た

の
は
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
人

の
よ
う
で
あ
り
、相
談
窓
口
の
所

在
地
を
聞
く
と
、自
宅
近
く
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。自
分
で
は
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
電
話
を
か
け

た
つ
も
り
で
い
た
が
、ど
こ
に
相
談

し
て
い
る
の
か
不
安
に
な
っ
た
。相

談
し
た
時
に
、個
人
情
報
も
伝
え

て
い
る
が
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。

<

40
歳
代　

女
性

<

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一

般
的
な
相
談
と
し
て
構
成
し
た

も
の
で
す
。
特
定
の
相
談
事
例

を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号

　

こ
の
相
談
者
に
、
相
談
し
た

時
の
状
況
を
確
認
す
る
と
、

電
話
を
か
け
た
日
が
、
当
セ
ン

タ
ー
の
開
設
日
で
な
い
水
曜
日

で
、ま
た
、か
け
た
電
話
番
号
が

「
☎
０
５
７
０

・０
６
４

・３
７
０
」

だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
番
号
は「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」で
、国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
る
と
、全
国
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
一
覧
の
ペ
ー
ジ
に
、大

き
く
こ
の
番
号
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。相

談
者
に
は
、「
今
回
の

相
談
は
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

な
く
、自
宅
近
く
の
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
中
南
和
相
談
所
に
電
話

が
つ
な
が
っ
て
い
る
。消
費
生
活
専

門
相
談
員
が
対
応
し
て
い
る
の
で

安
心
し
て
い
い
」と
伝
え
ま
し
た
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
は

　
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」は
、消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
相
談
窓

口
の
存
在
を
知
ら
な
い
人
に
、自
宅

近
く
の
窓
口
を
案
内
す
る
こ
と
に

よ
り
、相
談
の
最
初
の一
歩
を
お
手

伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

全
国
共
通
の
番
号
で
あ
り
、音

声
案
内
に
従
っ
て
操
作
を
す
る
と
、

身
近
な
市
町
村
の
消
費
生
活
相
談

相
談
事
例

消費者
ホットライン

真
の
国
際
社
会
を
め
ざ
し
て

～
「
外
人(

ガ
イ
ジ
ン)

」
か
ら
「
外
国
人(

が
い
こ
く
じ
ん)

」
へ
～

105

　

大
学
生
時
代
に
、あ
る
ア
メ
リ
カ

人
留
学
生
と
出
会
い
ま
し
た
。そ

の
こ
ろ
、私
は
英
語
が
好
き
で
、E
．

Ｓ
．Ｓ
．（
英
会
話
サ
ー
ク
ル
）に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。あ
る
日
、そ
の
部

室
に
、彼
が
顔
を
出
し
て
く
れ
ま

し
た
。日
本
に
来
て
、一
か
月
ほ
ど

経
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。私
は
、

「
日
本
に
来
て
、つ
ら
い
と
思
っ
た

こ
と
は
な
い
か
」

と
、尋
ね
て
み
ま
し
た
。彼
は
、

「
文
化
や
習
慣
が
違
う
の
は
当
た

り
前
で
、つ
ら
い
と
は
思
わ
な
い
。

た
だ
、嫌
な
こ
と
が
ひ
と
つ
あ
る
よ
」

「
そ
れ
は
、『
外
人（
ガ
イ
ジ
ン
）』と

言
わ
れ
る
こ
と
だ
よ
。言
っ
て
い
る

日
本
人
は
、僕
を
侮
辱
す
る
つ
も
り

は
な
い
っ
て
言
う
ん
だ
け
ど
、僕
に

と
っ
て
は
、と
て
も
嫌
な
気
持
ち
に

な
る
よ
。『
外
人
』
っ
て
、『
外
』の

『
人
』
っ
て
書
く
よ
ね
。ま
る
で
、

人
間
で
な
い
み
た
い
だ
よ
！
」

と
、答
え
ま
し
た
。私
は
彼
の
言

葉
を
聞
い
た
瞬
間
、「
あ
あ
、そ
う

だ
っ
た
の
か
！
」と
思
い
ま
し
た
。

私
も
、「
外
人
」
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
き
ま
し
た
が
、言
わ
れ
た

相
手
の
気
持
ち
を
、全
然
考
え
も

し
な
か
っ
た
の
で
す
。語
学
が
堪

能
で
、外
国
人
と
の
会
話
に
優
れ

た
才
能
を
発
揮
で
き
る
人
で
も
、

相
手
の
気
持
ち
を
傷
つ
け
る
よ
う

で
は
、対
等
な
人
間
関
係
は
維
持

で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。だ
か
ら
と
い
っ
て
、そ
の
よ
う

な
言
葉
を
選
ん
で
使
わ
な
け
れ

ば
、そ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
で
は
、あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ

は
、「
人
権
感
覚
」と
い
う
フ
ィ
ル

タ
ー
を
、ど
れ
だ
け
持
ち
得
て
い

る
か
、と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。こ
の
言
葉
は
使
っ
て
も
良
い
、

こ
の
言
葉
は
使
っ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
、単
に
表
面
上
の
使
い
分

け
の
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。

　

こ
こ
十
数
年
、「
国
際
社
会
」

「
多
文
化
共
生
社
会
」と
い
う
言

葉
が
、頻
繁
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
社
会
は
、

単
に
、日
本
に
日
本
人
と
外
国
人

が
一
緒
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
、と
思
い
ま
す
。日

本
人
と
外
国
人
が
、対
等
な
関
係

で
つ
き
あ
え
る
た
め
に
、お
互
い

の
人
権
を
大
切
に
で
き
る（「
人

権
感
覚
」と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を

持
つ
）社
会
こ
そ
、真
の
国
際
社
会

で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

〔
人
権
施
策
課
〕
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● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10時〜午後4時    ▽ところ　市役所3階    ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所 ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

少し 前 に、国 民 生 活 センターを名 乗っ
て、電 話 をかけてくる事 例があってな。 
 

どんな内容ですか？
未公開株トラブルの相談を受け付けていると
か、業者を紹介するとか言って、別の電話番
号に誘導するといったものじゃ。

かなり悪質ですね！

国民生活センターから、こんな電話をするこ
とは一切ないから、個人情報を伝えたり、新
たに契約をしないで、すぐに近くの消費生活
センターに連絡して欲しい。

安易に、電話の内容を信じてはいけませんね。
きっと、右の相談者も、こうした国民生活セ
ンターの名をかたるトラブルを知っていたの
で、不安になったのかもしれないね。

なんですか？　右の相談者って？？

ニセ国民生活センター
からの電話

教えて！
最新情報

窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す
。近
隣
の
窓

口
が
休
日
の
場
合
や
混
雑
し
て
い

る
場
合
は
、県
の
相
談
窓
口
に
、土

日
祝
日
で
市
区
町
村
、都
道
府
県

が
開
設
し
て
い
な
い
場
合
は
、国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。い

ず
れ
か
の
窓
口
が
対
応
す
る
こ
と

に
よ
り
、年
末
年
始
を
除
い
て
、原

則
毎
日
、消
費
生
活
相
談
が
利
用

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
受
付
時
間
は
、相
談
窓
口
ご
と

に
異
な
り
ま
す
。

※
携
帯
電
話
の
場
合
は
、平
日
は
都

道
府
県
セ
ン
タ
ー
、土
日
祝
日
は
、

都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
か
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
開
設
日

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、市
民
を
対
象

に
、月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の
午
前
10

時
か
ら
午
後
4
時（
正
午
か
ら
午

後
1
時
を
除
く
）ま
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。相
談
は
、直
接
セ
ン

タ
ー
に
電
話（
☎
22
・
1
1
0
1 

内
線
3
1
4
）を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、お
願
い
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
の
問
題
は
一
人
で
悩

ま
ず
、被
害
が
大
き
く
な
ら
な
い

内
に
、当
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。ご
相
談
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

季
節
を
さ
が
し
て
、

　
　

体
全
体
で
味
わ
お
う
！

　

11
月
は
、
昔
の
呼
び
方
（
旧
暦
：

き
ゅ
う
れ
き
）
で
は
、「
霜し
も

月つ
き
」
と

い
い
ま
す
。
霜
が
降
り
始
め
る
月
だ

か
ら
、「
霜
月
」
と
呼
ぶ
わ
け
で
す
。

今
と
ち
が
っ
て
、昔
で
い
う
11
月
は
、

季
節
的
に
は
冬
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
昔
か
ら
日
本

人
の
生
活
は
、
自
然
と
の
か
か
わ
り

が
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
言

葉
か
ら
も
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
霜
を
見
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。
霜
柱
は
、ど
う
で
す
か
。

地
球
温
暖
化
（
暖
か
く
な
る
こ
と
）

で
、
最
近
で
は
、
霜
を
見
る
こ
と
も

珍
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
昔
か
ら
春
夏
秋
冬
の
四

季
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
季
節
感
を
生
活
に

う
ま
く
と
り
入
れ
て
き
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
こ
の
四
季
の
区

別
が
、
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
春
の
野
原
に
飛
び
交
っ

て
い
た
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
、
最
近

で
は
数
は
少
な
い
で
す
が
、
こ
の
時

期
に
も
見
ま
す
ね
。
ま
た
、
秋
の
紅

葉
の
時
期
は
ど
う
で
す
か
。
昔
は
だ

い
た
い
10
月
ご
ろ
が
一
番
の
シ
ー
ズ

ン
だ
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
11

月
中
下
旬
に
な
ら
な
い
と
、
見
頃
で

は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
環
境
が
変
わ
っ

た
、
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で

で
す
が
、昔
の
よ
う
に
春
＝
暖
か
い
、

夏
＝
暑
い
、
秋
＝
涼
し
い
、
冬
＝
寒

い
と
、
は
っ
き
り
と
感
じ
に
く
く

な
っ
て
い
る
の
は
、
確
か
で
す
。

　

さ
ら
に
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち
は

外
で
遊
ぶ
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
春
の
代
表
的
な

草
花
に
、
シ
ロ
ツ
メ
グ
サ
が
あ
り
ま

す
。
知
っ
て
い
ま
す
か
。

「
そ
ん
な
も
の
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
調
べ
れ
ば
、
す
ぐ
に
わ
か
る
よ
」

と
、
い
う
答
え
が
返
っ
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
シ
ロ
ツ
メ
グ
サ
の

実
物
を
、見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

そ
れ
を
摘
ん
で
輪
に
し
て
、
遊
ん
だ

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
四
つ
葉
の
ク

ロ
ー
バ
ー
を
、
探
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
ま
だ
ま
だ

季
節
を
感
じ
る
も
の
が
残
っ
て
い
ま

す
。
家
の
中
だ
け
で
遊
ば
な
い
で
、

外
に
出
て
、
自
分
で
季
節
を
探
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
体
全
体

で
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕


